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４E実施協定

MB10
待機電力のマッピングとベン
チマーキング

政策担当者への情報
n  �分析対象となった10機種全てにおいて、平均待機電力は時間とともに改善されてきまし

た。ただし、電子レンジ（全てのデータにおいて3W以下）とセットトップボックス（非
常にばらつきがあり、平均25Wのものもあります・・以下に述べます）を除きます。

n  �セットトップボックスと家庭用音響機器（そしてインドのテレビ）を除いては、2007年
以降はデータが入手可能な国の平均待機電力は3Wを下回っています。

n  �規制そのものはもちろん、規制への取り組み姿勢を示すことが、市場原理にのみ任せた
場合よりも、市場をより速く待機電力削減へ向かわせたのではないでしょうか。例え
ば、2005年に韓国は、2010年の性能ターゲットを告知するとともに広範囲の支援対策を
準備し、テレビの平均待機電力を他の多くの国よりも20～50％も下げることに成功しま
した。これは2006年よりテレビ待機電力に規制を設けたカリフォルニアに匹敵します。

n  �欧州連合やオーストラリアで既に採用されたように、ほとんどの製品機種に応用できる
ような待機電力に関する政策取り組みの「水平展開」は、製品の安定した普及と進化に
対して最も適した取り組みであり、法的枠組みがそれを可能にするような市場にふさわ
しいようです。

n  �平均待機電力が25Wに達するセットトップボックスや平均待機電力が5Wに達する家庭用音
響機器のような特定の製品、またネットワーク待機電力 という複雑な問題は、政策担当
者にとっての課題です。いくつかの地域では、ネットワークに接続された機器は低電力
状態で待機し、必要となったときに再起動する初期設定とするような政策的な取り組み
が進行中です。（http://standby.iea-4e.org/tasks/task-d-network-standbyを参照） 

1 �製品がネットワークを経由した外部信号によって再起動する低電力状態。

2012年7月公開

国際エネルギー機関（IEA）の最終電力使用機器のエネルギー
効率向上（4E）実施協定におけるマッピング・ベンチマーキ
ング・アネックスは、製品性能を国際的に比較した調査結果
を政策担当者に提供しています。これにより、製品のエネル
ギー消費低減と効率向上に成功した各国の政策事例を比較検
討することが可能になり、また製品の性能をさらに向上させ
る方策を見つけられます。

この概要報告では、10機種の家庭用電子機器の待機電力に関
する国際比較の結果を述べます。この10機種で、全世界の家
庭で消費される待機電力の4分の3を占めています。対象国は
オーストラリア、欧州連合、アメリカ合衆国、カナダ、韓国
およびインドです。

詳しい情報

公開されているアネックスのマッピングとベンチマーキングの成果は、アネックスのホームページ 

http://mappingandbenchmarking.iea-4e.org でご覧いただけます。

さらなる詳しい情報に関してはcontact@mapping.iea-4e.orgまでEメールにてお問い合わせください。



エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
向
上
政
策
の
概
要
報
告
書

重要な知見

この政策概要報告書は2012年4月に刊行された報告書に基づいています。データの質は国やグラフによって違います。詳しくは本報告書をご
覧ください。
最終電力使用機器のエネルギー効率向上に関する国際エネルギー機関（IEA）実施協定は、ここで使用されているデータは信頼でき、正確であ
るように最善の努力をしていますが、ここにあるデータの正確さについて保証するものではなく、この報告書の内容に基づいて取られた行動
や決定に対する責任は負いかねます。

顕著なテレビ待機電力の低減 
テレビの平均待機電力はブラウン管や液晶、プラ
ズマなどの全体として、全ての国と地域で一貫し
て顕著に、2000年に4W以上有ったものが2011年ま
でには1W以下になりました。ただし2Wまでに改善
したインドは例外です。オーストラリアのテレビ
の99%は2011年までには1W以下の待機電力となり
ました。

世界的に均一なコンピューター
ディスプレイのオフモード 電力 
画面が表示されていない時のコンピューターのオ
フモード性能は、調査された全ての地域で0.5W程
度で安定しており、少なくても2008年以降は1W以
下である。

本報告書で取り扱われた製品群: テレビ、家庭用音響機器、洗濯機、電子レンジ、 DVDとブルーレイプ
レーヤー/レコーダー、 コンピューターディスプレイ、ノートパソコン、外部電源装置、複合プリンター（プリン
ター/スキャナー）およびセットトップボックス。各種データは、各国政府が推進するプロジェクトより引用しま
した。その中には、店頭で実施された19,000件の測定値もあります。

電子レンジの受動的待機電力はあ
まり変化していません
時計またはディスプレイが点灯している時の電子
レンジの平均待機電力は、2007年と2011年でほとん
ど変化せず、大多数の国では2W程度を維持していま
す。韓国では１Ｗを下回ります。

家庭用音響機器の受動的電力にはき
わめて大きなばらつきがあります 
全ての地域において、家庭用音響機器の待機電力は
低下してきました。この製品群には18機種（ラジ
オ、ＣＤ/カセットデッキ、テープデッキ、ステレ
オ、など）があるため、平均待機に見られる地域間
と時系列のばらつきは、恐らくそれぞれの市場にお
ける異なる製品機種に対する嗜好を反映していま
す。オーストラリアの時系列データを見ると、平均
待機電力消費量は2001年の9W超から2011年には1W超
までに改善されたことを示しています。

注意：図中の線は少なくとも25個の測定値平均で、

線のない点は6～24個の測定値を表します。
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